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絶対十字架（ヨハネ18：10-11）
信者というのは、暗い世の中にいるたましいを生かすための光の子どもとして召されているものです。しかし、現実、信者の方々が、現場で無気力であり、環境、人、また、いろいろな事柄についつい負けてしまうことが現実です。いろいろな理由があるでしょうけれど、イエス様の十字架の理解が甘いのではないかと思います。イエス様の十字架に対して、理解が曖昧ではないのか。今日のメッセージのタイトルのように、イエス様の十字架を絶対として理解していないからではないかと思います。先進国の方々、特に日本の場合は、和をとても好む国民ですので、絶対という言葉をあまり好きに思わない傾向があります。その中で、十字架の理解を絶対として理解していないと、クリスチャンでありながらもクリスチャンの存在感を発揮することが、中々、難しくなってしまいます。パウロは、このように言いました。知識もある人であり、神様に対しての忠誠の思いもある、まだ若い、未来もある、そういう人でしたけれども、「私は十字架以外には何も言わないことに決心しました」と。絶対なのです。キリストの十字架のゆえに、すべてをちりあくたと思うくらい、イエス様の十字架の理解は、パウロにとってはそういうものでした。そのことを今日の箇所を中心にして考えていきたいと思うし、礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんひとりひとりが、日曜日のメッセージだはなくて、自分自身に神様が直接語りかける約束として聞いていただきたいと願います。それで、皆さんが、イエス様の十字架は何事があっても、私にとって絶対なのだ。それでも十字架、だから十字架、結局十字架。十字架を離れてはいられません。常に十字架の前に立ち、なにがあっても十字架の前に立つクリスチャンになることを祈りたいと思います。
イスカリオテ・ユダという人が、イエス様を裏切り、それでパリサイ人や役人の人々に、イエス様を売ってしまいました。それで人々が、イエス様を逮捕するためにやってきました。そのときに、ペテロが怒りを覚えて、いま、私の主に何をするのかということで、たまたまペテロが剣を持っていたと聖書に書いてあります。他の聖書には、そこにやってきた人が持っている剣を引き出してとも書いてありますが、とにかく、ペテロが、イエス様を守るために、イエス様に対しての思い、忠誠心をもって、剣を出して、やってきた人のうちの一人の耳を切り落としました。それは暴力なので、やるべきかどうかは別として、ペテロの立場として、やって当然ではないでしょうか。自分の師匠、自分の主です。それを守るために、今のようなペテロの行動、行為というものは、常識的に考えたときには当たり前で拍手を受けるようなことだったと思います。普通だったら「ペテロ、ありがとう。わたしをここまで思ってくれて本当にありがとう」と言うのが常識です。しかし、イエス様は、このようにおっしゃいます。剣をさやに治めなさい。あなたの忠誠心は分かる。でも、これは間違いだ。あなたが良しと思ってやっていることでも、ときには主のためにという思いで頑張ることでも、それがまったくかみ合わないこともあるのです。ただ神様のために、信仰のために、主のためにということで通じるものではなくて、十字架を理解して、その十字架を軸、中心にして、基準にして考えないと、自分では良くやったつもりなのに、道外れになる可能性があるわけです。現代のクリスチャン、また、教会の中にもそういうことは数多く見られます。その結果、クリスチャンの方々が、自分なりに一生懸命頑張って、自分なりには主に仕えるつもりで正しくやっているつもりなのですが、結果的に闇の力に勝つことができないのです。常識的に考えて通じるかどうか、それを超える内容です。常識が基準ではありません。自分の忠誠心が、熱心さそのものが、基準ではありません。十字架が基準です。そういう意味で、文法的に正しいかどうかわかりませんが、いろいろな言葉を考えました。しかし、覚えやすくするために「絶対十字架」と言います。絶対的、絶対の、十字架の絶対など、いろいろな言葉を考えましたが、文法的にはどうか分かりませんが、絶対十字架なのです。絶対十字架でなければ、ペテロのように精一杯やったとしてもこういう結果になる可能性もあるのです。そういう意味で、皆さん、絶対十字架の信仰を回復していただきたいと思います。イエス様がおっしゃいました。父がわたしにくださった杯を、どうして飲まずにいられよう。逮捕されて、十字架を背負って死んでいくために、わたしは行くべきなのだ。行かざるをえない。あなたがどんなに頑張っても、それで止められることではありません。十字架は絶対的な道です。だれも止められないし、どういう理由でも止められないし、止めるわけにはいかないものなのです。常識的に考えたときには、イエス様には逮捕される理由など一切ありません。罪もまったきない神様ご自身であり、イエス様を他の聖書ではこのようにもおっしゃっています。いまわたしが父にお願いすると、12軍団以上の天の軍勢を招いてくださる。いっぺんにやっつけることができないからわたしが逮捕されると思うのか。普通に考えると、逮捕される理由がないのに、それでも逮捕されて十字架の道を行かざるをえません。なぜなら絶対だから。理由などは他にはありません。イエス様がこの十字架にかかるということは、どれぐらいの苦しみでしょうか。人間は、すべて理解することはできません。イエス様ご自身も、最後にお祈りをささげました。「父なる神様、できるなら、この杯を飛ばしてください」。でも、すぐに、「でも、父の御心のままにしてください」と祈りました。どれだけ苦しい十字架なのでしょうか。できるだけ避けたいとイエス様も思いました。人間の体を持っていらっしゃるし、神様ご自身が十字架にかけられるというのは、どういう言葉で表現すればいいのでしょうか。ありえません。でも、絶対なのです。行くしかありません。なぜなのでしょうか。

それには、絶対的な理由があるからです。神様は、人をこういうことがいらない、祝福の存在、栄光に飛んだ神のかたちという存在に作られて、人間にすべての祝福を注がれました。生めよ、増えよ。地を満たせと。神の代わりに、宇宙を治める存在として作られたのに、人が目に見えない悪魔というものに騙され誘われて、神を裏切り、神様に罪を犯して、神に背いて、神を離れることになりました。二度と神様に会うことができない存在になってしまいました。これは絶対解決不可能な問題です。なぜ精神的な問題を患い、世界中に戦争は絶えないし、家庭内に様々なトラブルがあるし、幸せになりたいと頑張っているのに限界にぶつかったりするのでしょうか。一つ一つが問題ではありません。そのすべてが祝福の基であられる、いのちであられる神を離れてしまい、神を失った結果なのです。精神的な問題は、正常に戻すことができるかもしれませんが、神様から離れてしまった、いのちを失ってしまった死の問題は、絶対に解決できません。それ以来、すべての全人類は、一人も例外はありません。残念ながら、たましいが死んだままの状態で生まれるようになります。もはや正常な人間ではありません。神様と何の関係もない、たましいが死んだままの状態で生まれて、ですから、聖書にはこう書いてあります。神を離れたということが、どういうことなのかと言うと、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる、私たちが経験して、勉強して、理解する知識をはるかに超えて別の次元でのお話しなのです。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる、だから、そういうトラブルも、ああいう精神的な問題も事件もあるわけです。頑張っても限界にぶつかります。皆が幸せになりたいと思うのです。でも、思いどおりに行かないのです。なぜなら、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるので。それで自分なりに精一杯頑張るつもりが、実は自分も知らないうちに、空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンが作り出した世の流れ、風習に従って生きるしかありません。神の怒りを買うようなこと、その道を歩くしかありません。勉強してもお金を稼いでも、また幸せのために頑張っていても、結局は、神はいらないという方向に行くしかないのです。もう運命なのです。そういう人生を生きるわけです。なぜ人は一生懸命真面目に頑張るのでしょうか。神がいないから、自分一人しかいないから、そうするしかないのです。頑張ることも悪くありませんが、でも、それ自体は、神を失ったという裏返しなのです。なぜ堕落してしまうのでしょうか。それも一緒です。神がいないから。ケ・セラ・セラ。どうでもいいのではないでしょうか。どっちみち世の流れというものに流されるしかありません。ひとりもそこから自由はありません。そのような人生を送って、最終的には、お金持ちとラザロとのたとえから見られるように、自分はそう願っていないでしょうが、神様を離れたというのがどれぐらい恐ろしいものなのか。永遠の地獄が待っているのです。避けることができません。だから、滅びの運命というのです。こういう問題にすべての人類が引っかかっています。絶対解決不可能な問題を全人類が抱えています。国や民族、時代と関係ありません。それなのに人々は、これがそういう問題だと知らずに、無駄な努力でこの問題から逃げようと、どうにか希望をそこから見つけようと頑張るのです。そして、頑張った結果、むなしくなるしかないし、最終的には、全部崩れるしかないものなのです。一生懸命頑張ればいいのではないか。お金さえあればいいのではないか。どんどん発展していけば良くなるのではないかというまぼろしの中を生きるのです。そうなるはずがないのに。絶対解決不可能な問題を抱えているのです。ですから、他に道がありません。イエス様の十字架しか道はありません。イエス様には何の罪もないけれども、この絶対解決不可能な問題から、私たちを救い出すためには、十字架の道を歩くしかなかったのです。絶対です。神様は最初からおっしゃいました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕き、かかとに噛みつかれると。罪のない神様ご自身が人間となられて、身代わりとして十字架で死なれるその他には解決できない問題を抱えるようになったので、これは絶対なのです。どんな理由があろうが、私たちの救いのためには、イエス様がこの十字架の道を歩くしかないのです。そして、この問題を抱えている私たちに対して、私たちの頭では理解不可能な絶対的な神様の愛があるがゆえに、この十字架の道が絶対なのです。誰も止められない、だれも理解できない、不可抗力的な無条件な愛が神の愛です。その神の愛のゆえに十字架の道は止められません。神は実に、ひとり子をお与えになったほどに世を愛された。私たちが、まだ罪人であったときに、イエス・キリストが十字架で死なれることによって、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかにしておられる。神の愛をロマンスみたいなニュアンスで考えることは、言語道断です。キリスト、イエスの十字架、しかも、絶対十字架を知らない限り、神の愛は理解できません。私たちの問題が絶対解決不可能な恐ろしい問題だと理解しない限りは、神の愛を十分に理解することは無理なのではないでしょうか。だから、いつまで経っていても、甘い汁が垂れるような愛ばかり求めるわけです。Ⅰヨハネ4：10には、私たちが神を愛したのではなく、神様が先に罪ある私たちを愛して、ひとり子イエス・キリストを送ってくださったとあります。これがアガペーの愛と言います。神の愛です。この神の愛は、誰も消せないし止められません。この神様の燃える罪人に対する愛の炎は、消えることがありません。イエス様が、この杯をできるならパスさせてくださいとお祈りをささげるほど、この十字架はものすごく恐ろしい現場です。神様もすべてご存知でしょう。神様は三位一体です。イエス様が苦しめられると、父なる神様ご自身も痛むことなのです。それにもかかわらず止められません。絶対です。この神の愛ゆえに、十字架は絶対の道なのです。このような理由ゆえに、イエス様は、ペテロの忠誠心があるのにもかかわらず、十字架の道を歩かれました。そして、その十字架の上で苦しめられつつ、絶対的な救いを成し遂げられました。その救いは、絶対的なものです。何かの条件や何かの要素が変わることによって、救いが左右されたり変わったりというようなものではありません。絶対十字架によって、絶対救いが完成することになりました。イエス様は、十字架の上で宣言されます。すべてを完了したと。その絶対的な救いを完成させるためには、十字架は絶対的な道なのです。他には道がありません。どんな常識、世の中の法則などがあっても、どんな理論があっても、それは十字架の前では無用です。通じません。絶対です。イエス様の十字架への道を邪魔できるような理由などは一切存在しません。
その結果、この絶対十字架を理解したクリスチャンの私たちは、だからこそ十字架でのイエス様が、人間にとって、私たちにとって絶対的に必要なものなのです。この告白が求められます。これがメッセージです。十字架は絶対です。どんな人間でも十字架は絶対に必要な救いの唯一の道です。人が、本当の人間に作りかえられ、本物の幸せを手に入れるためには、この十字架は絶対の道です。しかし、残念ながら、クリスチャンの方でも、絶対という理解があまりないのではないかと思うのです。パリサイ人は、ユダヤ人で選民なので十字架などはいらない。それは取税人や売春婦のような人間に必要なものでしょう。異邦人に必要なものでしょうと思っていました。違います。パリサイ人でも白人でも黒人でも肌色が黄色な人間でもどんな宗教を持っている人間でも関係ありません。どんな人間でも絶対なのです。十字架以外には、救いはありません。十字架以外には、人の問題の解決はありません。十字架以外には、自分の家庭の幸せもありません。十字架以外には、子どもの幸せもありません。絶対です。絶対でないから、十字架、十字架、と言いながらも、よそ見しながら、あれにもこれにも首を突っ込んで、これにも影響を受けて、あれこれによっていつもふらふら左右されるようになるのではないでしょうか。だから、現場で存在感を発揮することが難しくなるのです。そういう人に限って、言い訳やつぶやきがいっぱいあります。これが悪いから。教会がこうだから。誰かがこうだから。神様が祝福してくださらないから。自分が十字架を絶対的なものにしていないということは知らずに。もしも何か葛藤やつまずきやもやもやがある方々は、答えは明白です。自分は、まだ十字架が自分にとって絶対的な必要として理解されていないのではないかと問いかけてみてください。人間は、社会的な地位も違います。知識も程度も違います。人間性や教養、人柄など、いろいろ違います。それなりに意味があるでしょうが、私たちは、関係なくはっきりと告白しなければなりません。それが、十字架がいらないという理由にはなりません。ある人は、法律なくしても生きていけるような、ものすごく思いやりのある人の優しい、嘘のつけない人間だと評価される人間もいるでしょう。だからといって、イエス様の十字架がいらないという理由にはなりません。絶対なのです。だまされないように。これが十字架です。どんな状況でも絶対です。神学を教える神学校では、昔と今と比べると時代がだいぶ変わっているので、いつまでたっても十字架ばかり語っていては物足りないという理論を展開します。それで世界中の教会が沈んで行くわけです。時代がどう変わろうが人が生きる道は十字架しかありません。十字架の前に立たないといけません。物事がうまくいく人がいます。生まれたときから恵まれた環境で生まれ、家族や親せきの愛をたっぷりいただいて、良い学校に進んで、順調に就職して、良い相手に巡り合って結婚し、子どもが生まれ、子どもも元気に育って、健康に年をとっていく。大体、そういう人はいないのですが、そういう人だから、私は幸せなのだねと思っていると勘違いです。だから、キリストの十字架がいらないという理由にはなりません。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。十字架は絶対なのです。苦しみがあるかどうかは関係ありません。私に病気などない、家庭のトラブルもありません。私に険しいことなどありません。だからといって、十字架を避けて、十字架の前に立たなくてもいい理由にはならないのに、世の中のすべての人が、ときには教会の中の人でさえそういう考えを持つ人間がいます。そうすると、お祈りはいつも困っているときだけです。困っていることが解消されると、本当はキリストの十字架も何もいらないでしょう。もはや、それはクリスチャンではありません。神社ではないですか、それは。キリストがペテロの忠誠心をもって逃げることもできます。逃げてもイエス様は何の問題もありません。逮捕される理由がないわけですから。それにもかかわらず、そういうクリスチャンには、十字架の道を突き進んだ理由をまったく説明できないのです。もう一度言います。教会には、金持ちになるために、病気を治すために、あたたかい家庭を作るために来るところではありません。そういう方々は、神社に行ってください。もちろん、神社に行ってもそうなりませんが。絶対解決不可能な問題、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる。それに気づいてもらうために、傷があったりいじめがあったり、精神的な問題、家庭のトラブルがあったりしただけなのです。それに捕らわれていてはいけません。見るべきものを正しく見なければいけません。そこにずっと留まっているのは、悪魔の好都合です。わたしには何の苦痛などありません。それが十字架を避ける理由にはなりません。ルカ14：15-24を見ると、パーティを開いて、人を招待しました。でも、畑を買ったので仕事をしなければいけない。牛を買ったので何かしなければいけない。昨日、結婚したばかりなので行けません。理由がいろいろありました。パーティに招待したホストがものすごく怒って、ホームレスをみな連れて来て席を満たし、後から彼らが来たときには絶対にドアを開けてはいけないと厳しくおっしゃいました。普通、常識的に考えると理由になるものでしょう。でも、十字架の前では、こういう理由は通じません。滅びる人生の人が、結婚したからといって、救いのキリストが来たのに、ちょっと待ってくださいという理由になるのか。わかっていないからではないでしょうか。理由がありません。どんな人間でもどういう状況でも。

そして、キリスト・イエスの十字架は、私に絶対必要です。それがなければ私はもうおしまいなのです。それで十字架を受け入れて、イエス様を受け入れることなのです。それが十字架を通ることなのです。そのときにのみ、絶対的な結果が付いてきます。そこにのみ、十字架を通ったところのみ、絶対幸せ、絶対平安、絶対希望が与えられます。この世が与えるものとは違います。だれも奪い取ることができない、死の影の谷を歩きながらも私は幸せと言える絶対幸せ、絶対平安、絶対希望をもって、それを味合わない限りは、人生で勝利できるのでしょうか。こんな険しい人生を歩きながら、いつも人や環境のせいにしたりするしかないでしょう。人に頼りもしないで、また人のせいにもしないようにしてください。結局、たどっていきますと、全部、神を失った結果なのです。神が一緒にいらっしゃれば、人がどうであっても、環境がどう変わろうが、それはあなたがたは知らなくてもいい、何も思い煩わないで心配しないでください。なぜなら、神が一緒なのだから、キリストと十字架を通った人間のみ、神様が聖霊を通していつまでもともにおられる、永遠のいのちの主人公になりますので、それ自体が幸せなのです。人に幸せを期待したりするのは無理でしょう。主がともにおられることが幸せであり、そこで見つけないといけません。平安も希望も同じです。絶対的な結果が付いてきます。そのことのために、イエス様は、私たちの常識では到底理解できないのですが、行かなくても結構なのに、その十字架の道を行きました。
改めて申し上げます。絶対十字架なのです。今週1週間、イエス様の十字架に対して、絶対の告白を回復するようにしましょう。と言いますのは、私たちが十字架の前に立つことを邪魔する内容は、本当は存在しないはずなのです。でも、そのようなものがサタンの策略によっていろいろあるのです。それをよくわきまえて掃除して整理するようにしましょう。サタンの策略は他にはありません。十字架の方に行けないようにします。ペテロが今やっていることも、ペテロは忠誠心でやったでしょうけれども、イエス様は、他の聖書で「サタン、去れ」とおっしゃいました。イエス様が十字架の道を歩くことを止めるのはサタンのしわざなのです。私たちが十字架の前に立たないようにする何かがあれば、それはもはやサタンのしわざ、策略だと気づいて戦わなければなりません。まず、第一は、世の流れを通して来ます。皆さん、世の流れは、どういうものなのかご存知でしょうか。いまは、ニューエイジ、フリーメイソン、ユダヤ人、そして、社会的な教育など、すべてが結局は、ヒューマニズムがその根源であり、だから、人の内面をきちんと整えて、そうすると病気も治るし人生も変わるし良くなるという話なのです。教育も結局、そのためにあるものなのです。教育は悪くありませんが、結局、どういう話なのでしょうか。人間の内面を直視して、きちんと向き合って、それを磨いて整えて、そうすると、病気も治るしひらめきも与えられるし、だから、十字架などに行く暇もないし行く理由もないのです。内面を整えればいいわけですから。教会でもそのようなプログラムを導入してやる教会が、もう７０％以上なのです。キリスト教会は、内面を整えるところではありません。切り替えるところなのです。キリストの十字架で今まで入っていたヒューマニズムを取り除くところです。誤解しないようにしてください。映画一編を見ていても感動的なものを見て、まるで聖書的であるかのように思うクリスチャンが多いです。すべてがニューエイジなのです。欲にかられて、紛争にかられて、世の中はだめだ。でも、悪口を言わないように。あなたの内面を見る機会なのだ。内面をしっかり見て、そういう人々を受け入れて乗り越えていける人間になろう。感動的なすばらしい話でしょう。それがニューエイジなのです。キリストの十字架の前に行けないようにするものなのです。それを正しくわきまえるようにしなければいけません。皆さんの内側に、皆さんにとって長所、自慢できるようなもの、安心できるなにか、誇れるようなものがあって、悪くはありませんが、もしかして、そのことのゆえに今日も私たちには絶対に十字架が必要なものですという絶対十字架の告白が曖昧になるような理由になるのであれば、それはサタンのしわざなのです。逆に、皆さんが、過去の様々なことによる傷などを負っていて、悲しいことがずっと悲しいまま、辛いことがずっと辛いままであるというのは、辛いでしょう、悲しいでしょうけれども、悲しいというのは悲しみに暮れていくわけですから、本当は十字架の前に行くべきなのに、十字架に行けないように悲しみや辛さで捕えてしまうわけです。サタンの策略です。十字架は絶対なのです。どんな理由があろうが、それが事実であろうが、何であろうが、相手が悪いかどうか一切関係なく、十字架は絶対なのです。それを越えて十字架の前に行かなければいけません。多くのクリスチャンが、過去や傷に捕らわれて、「私はだめなんだ。だから、悲しいよ。あの人は悪い人間だ」と嘆きます。すべてが事実かもしれません。でも、そこに十字架はありません。絶対十字架ではないのではないでしょうか。十字架の前に立つことを邪魔できるものは存在しないことを絶対というのです。いつまで経ってもです。例えば、私たちは、失敗する時もあります。過ちを犯す時もあります。それに捕らわれて反省ばかりして、罪責感に暮れていると良心的に見えるかもしれませんが、そこに十字架は存在しないでしょう。皆さんの過ちや失敗が、十字架を邪魔する、十字架を隠すような理由にはなりません。絶対十字架なのです。常識から見たときには、ずうずうしく見えるでしょうけれども、歯を食いしばってでも、十字架をつかまないといけません。十字架の前に行かないと、生きる道がありません。十字架の前に立たないと、100％サタンの攻撃を受けるのです。良い内容、悪い内容をもって、どっちでもサタンは構わないのです。私たちが十字架の前に立たないとダメになるということを一番よく知っているので。絶対十字架という信仰告白の意味が分かるのでしょうか。
そして、最後に、この告白ができる人は、皆さんの今の現場において、そこはなんだかんだいろいろあるでしょうけれども、キリストの十字架が絶対に必要なところではないでしょうか。そこで絶対十字架の証人として立つことを覚悟してください。それが絶対です。そのために、病んでいる人は慰めながら、治療しながら。お腹がすいているものには、ご飯を食べさせながらやるのですが、それが目的ではありません。証人として立つ覚悟なのです。なぜなら、絶対十字架でしょう。お腹がすいている人にご飯を食べさせることは良い行いなのですが、だからといって人間が変わるかというと絶対に変わりません。今回も柳先生がおっしゃいました。福祉伝道でも福祉でもありません。伝道福祉なのです。人にいいことをしてあげれば人は変わるのでしょうか。それは、絶対十字架が何かをわかっていないからでしょう。人間に絶対解決不可能な問題があることを信じていないからでしょう。この絶対十字架によって、皆さんが支えられて、また、別の言葉で言うと、聖餐の告白が絶対的なものにならないといけません。寂しいときでもうれしいときでも、まず、十字架の前に立つようにしましょう。十字架にオールインして、十字架からすべてをスタートさせる、それが暗やみの力に勝利できる信仰の姿であることを覚えて、勝利することを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。私たちの理性や常識では理解できないことですが、イエス様の十字架は絶対的な道であり、その十字架を通して救いを完璧に成し遂げられたイエス様の十字架が、私たちにとっていつでもどんなときでも、絶対に必要なものであることを確認しました。その信仰告白にしっかり立つように、その絶対十字架を邪魔する曖昧なややこしい複雑なすべてが掃除されるように、聖霊様が助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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